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砂11月は国民年金推進月間です。年金はあなたの大切芯財調です。
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・ リー時19H、ド 珂1月U1岡a 撤少信 イグyυシ2 9 聖パ

官切9!! 定員R， )温唱iH 区zイ，1 E fi 長

¥ 

京西公民館関舘20周年記念 わいわい“生涯楽習"広場
~自主タループによるー自体験教室~

周瞳Z口周苦F唱!'Sè~L.、当公民留で活動している自主 lとを!日'"日出・ 5白川

クループの協力で‘ 『一白骨量員教室I在開苦ます，この
，.担割l属科φ 射軒慣などは自己負担.

融会"、串草たの「宝査費.J喧見つけてあ聖せん口、
l申し込.lJ111'1:"はがきに「わいわい生証華宵広場」、希望目、担日

，、住所、氏名{ふ旬がftl.年齢、性別、竃嵐書培告書いて、11)j 

1 2月4自国 26tH/:.着で京商公E溜 l町品事同ff岳西一『日 3-13-2

官 44-266曹).、一牲に 1憤H問時..い場合は抽選。

権 目 富晶内容 -・ 間 • • ~出、実施時聞が櫨睡眠に分か札ている岨目{体換、止

鳳黄体"I ~相.. 食m休拠aの
Q g;l()-t広却

重静人岡却生世人

正琴、閉幕 n トテニス)は 当車時に時間帯を通知し

叫iは同."曲
ます.

圃 葺 岨る(量帽相'でt量もe喧相証』1二揖止岡" 

1 2月5日圃
"叫唱ー"伺 崎巨人国人

檀 包 里高内容 • 間 • • 
セ • .禽 クリスマ"，，'!-
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-・・み ベbを. .  9仲-"伺 加小学入4年生且上町人
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• 旬 4附句会柵'笹山 '"田ー"田 直人'"λ
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聞 • 蛸fIoj.醐“ "冊-17:00ま調で心時者人かLらOAlー
!> ~ 'J融 e餓E酬.・噂，どの Y;OO-12:((I 副V1M

2主 花 1壷ム井樟け花る現代花 9:00-'2岬 同"同λ
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市役所n34.1111卵 子630-6560 二議決議南一丁目1-1.お初 5せ

ごのよヨに電子計算離を利用しています
111<:'1;1;.血行暗慣行うため加1II~:J:';t:: 'l -:7-処理していま曾.

これによって窓コ費務の迅速fじゃ怠.と各出張所のオンライン化包ど同町民ワ ピス¢向上

掴っています.ここでコンピューター処…判明日山町

る個人情¢価"関する負制によって輔されてし明.

"'夜 ffl"コンビニユ タ で個人情姐奇を処理してし渇察務" 下記のとおりです

くわしくお彦 市役所電子計舞隈r、

コンビユ タ鈍盟している雛 務

-汎周電子計 算機によるもの

砂住民間閣外食時四の開 聞東 f霊
堂"偉そ記録印鑑笠録S延期外開人怪録

・湿骨修の醐ー酔人捕師同所人制

・暖人三まの.精 成人.温矧

・市県 醐臨問視慣珊現活人問視担問

船軍機の調医務 震侵豹.長 官軍側根拠処珂納便通姐車

種様障害号"優

同納消仙の輔 欄 剛 山 収 納日日

制 理 U醐笹納情合門学I簿岬嗣

・.. ・予防様相. 値節目白断のa陸橋一各種予防後種 健康

診盆通知、札担 ， .，か月児問診票

崎 市岬 ..の旗揚 歳入守録時防 局間

続ヤ通知口市錨絡依願符

・醐圃の醐一剛時 人剛 保管 斜

岨 野明s… 抑制枯鱒

惨世酋間置の実務一種歯朝食品匂針包2・

砂各種軍.手当の.. 萌得現況日同資 乳均兇目原被貸受

給資伶渥

岨間風間斜 レ包ブト闘の醐 儀(楠r.'~
0・ .険斜眼謀台帳納付.倉R名簿 .，阪線憂符

・園..盆保険制 福祉年盆め灘務 彼保険.，民宿納

付値合封色調E 所得現誕厄占"封温淘納付温知

惨高席者医.緬.の.JI!"'l人.本台帳医蝶.優

待.周隠匿
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